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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
先芯の内部に端部を排水孔として該先芯の外表側に開口させた水路を形成し、該先芯を貫
通し該水路に至る複数の導気口を間隔を置いて穿設すると共に、該水路と靴内部とを連通
する通気孔を該通気孔の水路側開口が前記導気口と対向しないように設けてなる安全靴。
【請求項２】
前記水路側の開口を液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜で被覆してなる請求項１記載の
安全靴。
【請求項３】
前記導気口および前記排水孔を閉鎖することにより雨水の浸入を阻止することのできる開
閉手段を有する請求項１記載の安全靴。
【請求項４】
前記水路が足巾方向に形成され、該水路の両端部が排水孔として先芯の外表側に開口して
なる請求項１～請求項３記載の安全靴。
【請求項５】
甲革の内部に端部を排水孔として該甲革の外表側に開口させた水路を形成し、該甲革を貫
通し該水路に至る複数の導気口を間隔を置いて穿設すると共に、該水路と靴内部とを連通
する通気孔を該通気孔の水路側開口が前記導気口と対向しないように設けてなる雨靴。
【請求項６】
前記水路側の開口を液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜で被覆してなる請求項５記載の
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雨靴。
【請求項７】
前記導気口および前記排水孔を閉鎖することにより雨水の浸入を阻止することのできる開
閉手段を有する請求項５記載の雨靴。
【請求項８】
前記水路が足巾方向に形成され、該水路の両端部が排水孔として甲革の外表側に開口して
なる請求項５～請求項７記載の雨靴。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、各種産業職場において足部防護のために履用される安全靴および雨靴に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に安全靴を履いた作業者の労働量は激しく、長時間の着用により足部の発汗作用で靴
蒸れを生じ易い。特に、足の爪先は発汗性が良いにもかかわらず、安全靴の先端部には、
着用者の爪先を防護するために硬質材料からなる先芯が装着されていることから、通常の
靴以上に靴内は蒸れ易く、悪臭を発生させる等、安全靴は非衛生的で一層不快なものとな
っている。
通気性を改善するために、安全靴の甲革に通気孔を設けることも考えられるが、当該通気
孔から雨水や粉塵、土砂が靴内に侵入するという不便があり、今のところ、通気性に優れ
た安全靴は知られていない。
【０００３】
上記安全靴以外に、街中の歩行に専ら使用される革靴や合成皮革靴および運動靴について
は、通気構造を有するものが知られている。例えば、特開平７－３２７７０６号公報、特
開平８－５６７０４号公報、特開平１０－５７１０３号公報、特開平１０－２４８６０４
号公報等によれば、表底に多数の通気孔を設けると共に該通気孔を液体水不透過性かつ水
蒸気透過性の膜材で被覆した構造の通気靴が公知である。しかしながら、靴内の蒸れて熱
気を含んだ空気は靴内部の上方に滞留し易いから、靴の甲側に通気孔が設けられていない
これらの靴は、通気性の点で問題が残されている。また、前記膜材は靴底に配備されてい
ることから、履用者の荷重を直接受けることになり、損傷し易い。
【０００４】
特開平７－３０３５０３号公報には、表底の側面に通気性を有するテープを周設した靴が
開示されているが、該テープは外部に露出しており、やはり破損、損傷し易い。
また、特開平１０－１７９２０２号公報によれば、側面に通気孔を設けた靴も公知である
が、水や粉塵と接触しないからといって、足首に近い部分に通気孔を設けても、通気効果
の向上を期待することはできない。
【０００５】
雨靴は通常、甲革等の表皮全体を合成樹脂またはゴム製として、水不浸透性の表皮を形成
したものであり、安全靴と同様、蒸れ防止機能が強く求められている。しかしながら、発
汗作用の大きい爪先部の通気または換気に関する工夫はポンプ手段によるものがあるもの
の（特開平７－１９４４０８号公報、特開平８－８４６０３号公報）、当該ポンプ手段は
構造が複雑化すると共に長期的な信頼性に難点があり、現在のところ通気性能を満足する
雨靴は知られていない。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、安全靴等においては先端の爪先部が最も蒸れ易いが、先芯が装着されて
いることによる制約もあって、甲革爪先部の通気性に配慮した安全靴は皆無である。本発
明は、通気性および雨天等における防水対策に優れた安全靴および雨靴を提供することを
目的とするものである。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る安全靴は、先芯の内部に端部を排水孔として該先芯の外表側に開口させた水
路を形成し、該先芯を貫通し該水路に至る複数の導気口を間隔を置いて穿設すると共に、
該水路と靴内部とを連通する通気孔を該通気孔の水路側開口が前記導気口と対向しないよ
うに設けたことを特徴とするものである。
前記水路側の開口は液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜で被覆することが好ましい。
前記導気口および前記排水孔を閉鎖することにより雨水の浸入を阻止することのできる開
閉手段を設けることが好ましい。
前記水路を足巾方向に形成し、該水路の両端部が排水孔として先芯の外表側に開口させる
ことが好ましい。
【０００８】
本発明に係る雨靴は、甲革の内部に端部を排水孔として該甲革の外表側に開口させた水路
を形成し、該甲革を貫通し該水路に至る複数の導気口を間隔を置いて穿設すると共に、該
水路と靴内部とを連通する通気孔を該通気孔の水路側開口が前記導気口と対向しないよう
に設けたことを特徴とするものである。
前記水路側の開口は液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜で被覆することが好ましい。
前記導気口および前記排水孔を閉鎖することにより雨水の浸入を阻止することのできる開
閉手段を設けることが好ましい。
前記水路を足巾方向に形成し、該水路の両端部が排水孔として甲革の外表側に開口させる
ことが好ましい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る安全靴の最良の形態を図面に基づいて説明する。
図２は、安全靴の爪先部を縦断して示す側面図であり、外形は靴の甲面である甲革１０、
側面である腰革（図示せず。）と、靴底である表底２０とから構成されている。
表底２０の上面には、足型と略同形状で薄板材からなる中底２２が敷設されており、内部
の足を保護する役割を果たしている。
【００１０】
安全靴の爪先にはその耐衝撃性と耐圧迫性を保持するために、先芯３０が装着される。先
芯３０は、金属または合成樹脂、繊維強化プラスチック、セラミック等の材料とすること
ができ、先芯３０の内側には布製の先裏２４が貼設されている。
【００１１】
図１は、先芯３０を斜め前方から眺めた斜視図であり、複数の導気孔３２が、足巾方向に
間隔を置いて穿設されている。本実施形態では２条の導気孔群３２、３２、・・・が穿設
されているが、導気孔群３２、３２、・・・の条数はこれに限定されない。また、複数の
導気孔３２は必ずしも足巾方向に設けられる必要はなく、足長方向、その他任意の方向と
することができる。
【００１２】
図３は、図１のIII －III 矢視で縦断した部分側面図である。図３（１）において、甲革
１０と先裏２４に挟まれた先芯３０の内部には足巾方向に延びる水路３４が形成され、こ
の水路３４の頂部には、前述した導気孔３２が穿設されている。
導気孔３２の大きさについては特に制限はないが、２～６ｍｍ程度とすることが好ましい
。導気孔３２の数にも格別の制限はないが、１条について数個～２０個程度が好ましい。
導気孔３２の形状は、図示したような円形に限られず、楕円形や多角形などとしてもよい
。
なお、甲革１０において導気孔３２に重なる位置には、導気孔３２と同じ大きさの開口１
２が設けられている。
【００１３】
水路３４は先芯３０の湾曲形状に沿ってその内部に形成され、本実施形態のように足巾方
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向の場合には、水路３４の両端部は排水孔３６、３６として外表側に開口している。排水
孔３６の大きさは導気孔３２とほぼ同じである。
水路３４の断面形状は任意であり、角形、Ｕ字形、円形等とすることができる。また、水
路３４の深さまたは直径は２～８ｍｍ程度とすることが好ましい。水路３４が形成される
先芯３０の厚さ方向の位置は、先芯３０の強度を低下させない限り、特別な制限はない。
【００１４】
水路３４の底壁には先芯３０を貫通する通気孔３８が穿設され、通気孔３８により水路３
４と安全靴の内部が連通する。通気孔３８は水路３４の延伸方向（本実施形態では、足巾
方向）の位置が導気孔３２の位置と合致しないように複数個穿設することにより、導気孔
３２から浸入する可能性のある粒状物や針状物が次述する膜を損傷することを回避するこ
とができる。
【００１５】
本実施形態において水路３４の底壁には、液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜４０が貼
着されており、この結果、前記通気孔３８の水路側開口３８ａは膜４０で密封される。
液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜４０は、水蒸気や空気のような気体は透過するが、
固体微粒子および水、水溶液などの液体は透過させない性質を有しており、超高分子量ポ
リエチレン樹脂、四ふっ化エチレン樹脂、ウレタン樹脂等の多孔質膜を挙げることができ
る。これらの多孔質膜は直径０．１μｍ～３．０μｍ程度の細孔を有しており、細孔径が
０．１μｍ未満では通気性がなくなり、３．０μｍを越えると防水性が消失する。具体的
な製品としては、超高分子量ポリエチレン樹脂としては、日東電工（株）製のミクロテッ
クスおよびＳＵＮＭＡＰ（いずれも商標）、高密度ポリエチレン繊維として米国デュポン
社のタイベック（商標）が好適である。また、四ふっ化エチレン樹脂としては、ジャパン
ゴアテックス（株）製のゴアテックス（商標）が好適である。
【００１６】
上記実施形態において安全靴の内部は通気孔３８、水路３４、導気孔３２および開口１２
を介して外部と連通し、膜４０は気体透過性であるから、安全靴の内部には外気が流通す
る。従って、安全靴の内部で発生する湿気、臭気および熱を安全靴の外部に放出すると共
に、外部から新鮮な空気を安全靴の内部に取り込む。雨天時等には、雨水等は開口１２お
よび導気孔３２から水路３４に浸入するが、水路３４の横巾方向の傾斜に沿って流下し、
排水孔３６から外部に排出される。このとき、水路３４の通気孔３８は膜４０により密封
されているので、水が通気孔３８から安全靴の内部にまで浸入することがない。このよう
に、水路３４は、雨水のための排水路および空気の流通路として機能する。
導気孔３２から進入した土砂等の粒状物も、膜４０により塞き止められるので安全靴の内
部には浸入しない。また、これらの粒状物や釘などの針状物が導気孔３２から進入しても
、導気孔３２の位置と通気孔３８の位置はずれているので、これら進入物の直接的な接触
が防止される結果、通気孔３８部分の膜４０が破損することはない。
【００１７】
図３（２）に先芯３０の構造に関する変形例を示す。本図において、図３（１）と同じ部
材には図３（１）と同一符号を付して、その説明を省略する。また、本図では甲革１０と
先裏２４の図示を省略している。本図では真直な通気孔３８ｂと湾曲した通気孔３８ｃを
、夫々水路３４の側壁に設けた点が図３（１）の実施形態と相違する。
【００１８】
図３（３）に示す実施形態では、先芯３０を、導気口３２を有する上層３０ａと、水路３
４および通気孔３８を有する下層３０ｂとの二部材により構成することにより、先芯３０
に対する孔加工を容易にしたものである。また、二部材とすることにより、強度上、先芯
３０に適した材料を選択することができる。通気孔３８は直角に屈折して水路３４の側壁
と靴内部とを連通している。
【００１９】
本発明の安全靴は、水路３４が外部と通じる導気口３２および排水孔３６を閉鎖すること
のできる開閉手段（図示せず。）を備えていてもよい。該開閉手段を閉鎖したときには、
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雨水の浸入を完全に遮断する安全靴となり、他方、開閉手段を開放した状態では、通気性
の高い安全靴となる。特に、専ら屋内作業で用いられる安全靴であれば、前記した液体水
不透過性かつ水蒸気透過性の膜４０を水路３４に貼着しないことにより、一層通気性に優
れた安全靴とすることができる。該開閉手段としては、水路３４に沿った細長い板材、導
気口３２および排水孔３６を閉塞する伸縮自在のシートまたは袋体、および栓などを例示
することができる。
【００２０】
安全靴とは異なり、雨靴には先芯が設けられることはない。本発明の雨靴は、上記説明し
た安全靴とは、先芯３０に形成した水路３４、導気孔３２、排水孔３６、通気孔３８、お
よび、液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜４０からなる上記構造が、雨靴の甲革に形成
される点でのみ相違するものである。そして、当該甲革に形成された構造により得られる
効果も、安全靴の場合と同等である。
【００２１】
【発明の効果】
本発明の安全靴は、甲革爪先部の通気性に配慮した結果、甲革近辺に滞留する蒸れた空気
が外部の新鮮な空気と置換されるため、通気効率に優れ、靴蒸れを生じない。また、導気
孔および通気孔の配置を工夫しているので、液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜は、破
損、損傷することがない。さらに、甲革に通気孔を設けているが、靴内部に雨水等が浸入
せず、雨天等における防水対策も万全である。
本発明の雨靴についても、前記安全靴と同等の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の先芯を斜め前方から眺めた斜視図である。
【図２】安全靴の爪先部を縦断して示す側面図である。
【図３】図１のIII －III 矢視で縦断した先芯の部分側面図である。
【符号の説明】
１０　　甲革
３０　　先芯
３２　　導気孔
３４　　水路
３６　　排水孔
３８　　通気孔
３８ａ　通気孔の水路側開口
４０　　液体水不透過性かつ水蒸気透過性の膜



(6) JP 4344047 B2 2009.10.14

【図１】

【図２】

【図３】



(7) JP 4344047 B2 2009.10.14

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－１２０３０２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－５０８２０８（ＪＰ，Ａ）
              実公昭６３－５５２２（ＪＰ，Ｙ２）
              実開平３－９６０５（ＪＰ，Ｕ）
              特開平７－３２７７０６（ＪＰ，Ａ）
              特開平８－５６７０４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－５７１０３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２４８６０４（ＪＰ，Ａ）
              特開平７－３０３５０３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１７９２０２（ＪＰ，Ａ）
              特開平７－１９４４０８（ＪＰ，Ａ）
              特開平８－８４６０３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A43B   7/00、23/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

